
年
金

介
護

大
地
震
、
台
風
、
大
洪
水

な
ど
、
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
科
学

は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

大
災
害
が
い
つ
発
生
す
る
の

か
、
正
確
に
予
想
す
る
の
は

困
難
で
す
。

し
か
し
、
一
つ
だ
け
分
か
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
い
つ
発
生
す
る
か

は
予
想
で
き
な
い
が
、
大
災

害
は
必
ず
発
生
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
生

き
て
い
る
間
に
は
発
生
し
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
明
日
、
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。

大
地
震
の
発
生
を
想
像
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

あ
る
防
災
関
連
企
業
が
全

国
の
防
災
意
識
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
愛
媛
県
は
全
国
で

も
低
レ
ベ
ル
だ
そ
う
で
す
。

今
後
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
防
災
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
毎
月
掲
載
し
て

い
く
予
定
で
す
。

必
ず
発
生
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
大
災
害
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
防

災
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
消
防
署
〉

防
災
一
口
メ
モ

学
生
納
付
特
例
制
度

に
つ
い
て

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
、

学
生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
多
く
は
収
入

な
ど
な
く
、
自
分
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
経
済
的
な
負
担

を
考
慮
し
て
、
学
生
向
け
の
特
例

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

２０
歳
以
上
で
次
の
条
件
を
満
た
す

方
で
す
。

条
件

�
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
、
そ
の
他
教

育
施
設
の
一
部
に
在
学
す
る
学

生
（
な
お
、
対
象
と
な
る
学
校
は
、

個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

�
本
人
の
前
年
所
得
が
６８
万
円
以

下
申
請
方
法

平
成
１５
年
度
の
在
学
が
確
認
で

き
る
も
の
（
有
効
期
限
の
確
認
で

き
る
学
生
証
、
１５
年
度
発
行
の
在

学
証
明
書
又
は
１５
年
度
の
支
払
い

を
し
た
授
業
料
領
収
書
の
い
ず
れ

か
）
と
、
代
理
の
場
合
は
認
印
を

持
参
の
上
、
役
場
町
民
課
年
金
係

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
が
、
社
会
保
険
事
務
所
で

承
認
さ
れ
る
と
、

�
承
認
期
間
は
、
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

�
承
認
期
間
は
、
老
齢
や
障
害
な

ど
の
年
金
受
給
資
格
期
間
に
参

入
さ
れ
ま
す
。

�
承
認
期
間
は
、
年
金
受
給
額
の

計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
承
認
期
間
は
、
１０
年
以
内
に
保

険
料
を
納
め
て
、
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
承
認
期
間
は
申
請
し
た

前
月
分
か
ら
、
そ
の
年
度
末
ま
で

の
た
め
、
翌
年
度
も
継
続
を
希
望

の
場
合
は
、
再
度
、
手
続
が
必
要

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
承
認
が
申
請
し
た
前
月

分
か
ら
と
な
る
た
め
、
届
出
が
遅

れ
る
と
承
認
さ
れ
な
い
期
間
が
生

じ
ま
す
。
一
年
間
の
承
認
を
希
望

す
る
場
合
は
、
必
ず
、
５
月
末
ま

で
に
申
請
の
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
課
年
金
係

�
９
８
５
―
４
１
０
６

６５
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
の

仮
徴
収
に
つ
い
て

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ

て
５
段
階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
課
税
の
基
礎
と
な
る
前
年
の

所
得
は
、
通
常
６
月
以
降
で
な
け

れ
ば
確
定
し
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
段
階
が

確
定
す
る
ま
で
の
間
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
方
に
つ
い
て
は
仮

徴
収
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仮
徴
収
の
金
額
は
、
平
成
１４
年
度

の
最
後
（
２
月
の
保
険
料
額
）
と

同
額
で
、
４
・
６
・
８
月
の
年
金

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
は
、
国
民
健
康

保
険
税
と
同
じ
よ
う
に
７
月
か
ら

３
月
ま
で
の
９
期
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
介
護
保
険
課
保
険
料
係

�
９
８
５
―
４
１
１
５

Information

大大
災災
害害
はは

必必
ずず
発発
生生
すす
るる
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